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○各学年の実施人数について 

 ・各学年の実施人数は、教科の問題及び質問紙を実施した児童生徒数の最大値を示している。 

○平均正答率の算出方法について 

 ・各教科の平均正答率は、問題を実施した全ての児童生徒の解答結果から算出している。 

・学校の教育課程上の理由等により一部の問題を実施していない児童生徒についても、全体に

含めて算出している。 



Ⅰ 実施概要 

１  目  的   

    児童生徒の客観的な学力状況の経年的な把握と分析を通して、課題解決に向けた指導

の工夫改善等の取組の充実を図る全県的な検証改善サイクルを確立し、県内全ての児童

生徒の学力の確実な定着と向上を図る。 

２  実施期日 

    令和元年１０月２３日（水）※学校の状況に応じて、10/21～10/31の期間に実施 

３  実施対象及び実施内容 

４ 教科の問題について 

（１）出題内容 

   ○以下の①、②による総合的な問題とし、記述式の問題を一定の割合で出題する。 

    ①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活に

おいて不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能

などを中心とした問題 

    ②知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想

を立て実践し評価・改善する力などに関わる内容を中心とした問題 

    ○問題は、調査実施時点までに学習していると想定される範囲とし、問題の程度は、

対象学年までの学習指導要領を基準とする。 

（２）平均正答率  

  ①小学校 

  国  語 算  数 社  会 理  科 

第４学年 ５９．１％ ５７．８％    

第５学年 ５７．４％ ５５．１％ ５７．３％ ５４．１％ 

第６学年 ７１．９％ ５１．５％   

    ②中学校 

  国  語 数  学 社  会 理  科 英  語 

第１学年 ６１．３％ ６０．０％    

第２学年 ５０．１％ ５５．０％ ４４．９％ ４９．８％ ５６．６％ 

５ 質問紙について 

  ○学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する内容を問うものとする。 

学  年 実施人数 内  容（時  間） 

小
学
校 

第４学年 １０，８３９人 国語、算数(各 40分)                   及び質問紙 

第５学年 １０，８５９人 国語、算数、社会、理科(各 40分)       及び質問紙 

第６学年 １１，０５８人 国語、算数(各 40分)                   及び質問紙 

中
学
校 

第１学年 １０，４２６人 国語、数学(各 45分)                   及び質問紙 

第２学年 ９,９９２人 国語、数学、社会、理科、英語(各 45分) 及び質問紙 



６ 教科の問題結果から見られる特徴 

 

 

 

 

 

 主な成果 主な課題 

小
学
校 

国
語 

○基本的な漢字を正しく使うこと 
○ことわざの意味を理解して、自分の表現に用
いること 

●文と文の意味のつながりを考えながら、接続
語を使って内容を分けて書くこと 

●目的や意図に応じて自分の考えをまとめて
書くこと 

●目的に応じて文章の内容を的確に押さえ、自
分の考えを明確にしながら読むこと 

算
数 

○同分母分数の減法の計算をすること 
○数量の変化に着目して、その様子を表にまと
めること 

●仮分数の大きさを単位分数のいくつ分で表
すこと 

●比較量とその割合から、基準量を求めること 
●必要な数値を抽出して、値段の差がＡ店の値
段の１０％にあたることを式で表すこと 

社
会 

○スーパーマーケットの工夫について理解す
ること 

○昔の人々の使っていた道具を理解すること 

●等高線の名称を理解すること 
●日本の北方領土について理解すること 

理
科 

○物の重さについて、物の形や物自体の増減と
を関連付けて理解すること 

○温度によって変わる水の姿を理解すること 

●飛行機が飛ぶ距離について、一つの実験方法
とは別の方法を考えること 

●星や星座の見た目の位置の変化について、推
察すること 

中
学
校 

国
語 

○文脈に即して、適切な語句を選択すること 
○内容を的確に捉え、必要な情報を取り出すこ
と 

●伝えたい事柄について、根拠を明確にして書
くこと 

●表現の意図を理解して説明すること 

数
学 

○計算のきまりにしたがって計算をすること 
○表から読み取った事柄を的確に評価するこ
と 

●基準量を基に比較量を求めること 
●事象と式の対応を的確に捉え、文字式の成り
立ちを説明すること 

●判断の理由を数学的な表現を用いて説明す
ること 

社
会 

○人々の暮らしと雨温図を関連付けて選択す
ること 

○太閤検地と刀狩を兵農分離と関連付けて理
解すること 

●資料から必要な情報を読み取り、読み取った
情報を関連付けて説明すること 

●正長の土一揆の意義について複数の資料を
もとに適切な語句を入れること 

理
科 

○音を高くする条件に合う実験方法を適切に
選択すること 

○化学式を見て単体か化合物かどうかを判別
すること 

●グラフから物質の密度を読み取る方法を説
明すること 

●資料を活用して火成岩の特徴から岩石の種
類を判別すること 

英
語 

○日常的な話題について、情報を正確に聞きと
ること 

○基本的な語や文法事項を理解して、会話の中
で適切に使うこと 

●文脈に合うように内容を考えて、基本的な文
法事項を活用し英文を書くこと 

●聞いて把握した内容について、適切に応じる
こと 

○ 基礎的・基本的な内容を問う問題については、概ね成果や改善傾向が見られる。 

● 基礎的・基本的な内容を活用して具体的な場面について考察する問題や、条件に沿っ

て自分の考えや根拠等を記述する問題については、依然として課題が見られる。 

 


